





























西暦 和暦 月日 事項 年齢
1895年 明治28 5 月17日 現・和歌山県かつらぎ町教良寺に生まれる。 0










1911年 明治44 和歌山県師範学校本科第 1 部に入学する。 16
1916年 大正 5
3 月27日 和歌山県師範学校を卒業する。和歌山県から小学校本科正教員の免許を得る。 21
3 月31日 四郷尋常高等小学校の訓導となる。












1923年 大正12 京華中学校に出講し、一年生の歴史を担当する。 28
1924年 大正13 12月25日 東京帝国大学史料編纂掛編纂官補に昇進する 29
1925年 大正14 6 月 1 日 中村亀子と結婚。 30
1926年 大正15 東京女子師範学校専攻科に出講。 31
1927年 昭和 2 日本女子大学校に教授として出講。国史・本邦史・日本文化史などを講ずる。（1962年まで） 32
1928年 昭和 3 長男由紀男誕生。 33







1940年 昭和15 日本大学に出講。（1945年まで、のち1948年から1950年まで） 45
1941年 昭和16 この年の日本女子大学校の講義題目は「一年　国史（上代）」、「二年 国史（鎌倉以降）」。ほか「本邦史」の記録あり。 46
1942年 昭和17 10月 この年から東京帝国大学経済学部で日本経済史を講ずる。（1945年度まで） 47
   46 
1943年 昭和18 11月～12月 日本大学夜間部の「国史」の講義に昼間部の学生進士慶幹らがもぐりで聴講に来る。 48
1946年 昭和21 戦中に書き溜めた史料や原稿が、次々と論文や著書になる。 51














































1966年 昭和41 3 月 早稲田大学教授を定年退職する。 71





































































































































































































































































































































































































































11） 西岡虎之助（1928） 「文化史における天皇 二 聖徳太子時代」『西岡虎之助著作集　第四
巻　文化史の研究Ⅱ』（三一書房）（『西岡虎之助年譜・著作目録〈補訂版〉（稿）』内に
於いては「聖徳太子時代」となっている。）
12） 西岡虎之助「青史余歴　高野山」『西岡虎之助著作集　第二巻　社会経済史の研究Ⅱ』
（三一書房）
13） 当時の東京大学周辺では、平泉澄の皇国史観の影響力によって、歴史研究（純正史学）
と歴史教育（応用史学）を分離する傾向が強まった。この意味で、西岡の講義台本が発
見されたことは意義深く、研究・教育を一体のものとしていた西岡の生き方に学ぶも
のがあると考えた。
 （こばやし まゆ　鳥取県倉吉市立河北中学校教諭）　
   62 
